
1．産業用インクジェット市場現況

現在，インクジェット印刷方式は種々の用途に広がってい
る。とくに家庭用プリンタや大判サインと言われる看板，ポス
ター印刷分野では全世界的に普及している。その一方で，印刷
分野全体としては従来のオフセット方式，スクリーン方式等の
印刷方式がまだまだ用いられているのが現状である。
アナログ印刷方式に対して，インクジェットに代表されるデ
ジタル方式の印刷では，印刷版が不要，バリアブル，高意匠性
といったユーザーの利点だけでなく，省エネルギー，排水・廃
液が少ないといった社会全体への貢献という意義も挙げられ
る。そのため，一部の印刷分野からインクジェット方式による
置換えが始まっている。アナログ印刷方式の代表例としては，
スクリーン方式，フレキソ方式，オフセット方式等が挙げられ
る。このうちスクリーン印刷方式を利用するセラミックタイル
の生産現場においては，70％程度の生産ラインが従来のロー
タリースクリーン印刷方式からインクジェット印刷方式へ置き
換わっていると言われている。また同じくスクリーン印刷方式
を用いている捺染（布上にパターン印刷を行う）においてもイ
ンクジェット印刷方式への置換えが進んでおり，今後，種々の
部品，ボトル等への直接加飾分野も進むと予想される。またフ

レキソ印刷方式を用いる印刷分野においては表示ラベルの印刷
において置換えが進み，オフセット印刷方式を用いる商業印刷
やパッケージ印刷においてもインクジェット印刷方式への置換
えが広がるものと予想される。現在インクジェットヘッドおよ
びインクジェット印刷システムにおける画質および印刷速度の
向上が急速に進んでおり，これら産業印刷市場におけるインク
ジェット印刷への置換えは急速に進展するものと予想される。
次項より弊社製品を事例に，産業用印刷市場におけるインク

ジェット技術の展開状況を紹介する。

2．高画質・高生産性を実現するインクジェット技術

2.1　高生産性新規インクジェットヘッドの開発
これまでコニカミノルタのインクジェットヘッドはシェアー

ドウォールと呼ばれる構造を採用しており，インク室を三つ
1組で駆動する方式であった。ここで産業用印刷市場におい
て必要とされる高生産性を確保するため，以下の技術開発を
行った。

2.1.1　独立駆動方式の採用
シェアードウォール構造はピエゾ駆動素子を隣接するイン

ク室間の隔壁として共有することを特徴としており，インク
ジェットインク室の高密度配置が可能である。一方でインク隔
壁を共有するため隣接するインク室を同時に駆動することがで
きず，駆動周波数の高速化には限界があった。今回，一つおき
にインク室を空気室（ダミーとして使用しない）とすることで
隣接するインク室の同時駆動が可能となり，従来タイプのイン
クジェットヘッドに比べて駆動周波数を大きく向上させること
ができた（Figs. 1～ 2，Table 1）。

2.1.2　ノズルの多数多列実装
独立駆動方式ではもともと隣接していたインク室を使用しな
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要　　　　旨

現在，インクジェット印刷方式は種々の用途に広がっている。とくに家庭用プリンタや大判サインと言われる看板，ポスター印刷
分野では全世界的に普及している。アナログ印刷方式に対して，インクジェット印刷方式は印刷の版が不要，バリアブル，高意匠性
といったユーザーの利点だけでなく，省エネルギー，排水・廃液が少ないといった社会全体への貢献という意義も保有する。これら
社会全体への貢献をさらに確実なものにするために，生産現場へインクジェット印刷方式を導入する必要がある。
近年，インクジェットヘッドの高速化およびノズルの高密度化が進み，高速印字が可能となってきた。さらにシングルパスと呼ば

れる記録システムが開発され，生産にも応用可能な記録速度を有するインクジェット印刷機が登場してきた。本稿においては生産現
場に取り入れられ始めているインクジェット高速印刷技術とその導入事例について，弊社製品を例にとって紹介する。
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